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現在行われている「センター試験」に替わり、今の中学２年生が大学を受験する時に「大
学入学希望者学力評価テスト（仮称）」が導入されます。これまで重視されてきた「知識・技
能」に加えて、「思考力・判断力・表現力」も新たに評価される試験となります。

現在の湖陵生には関係ないでしょう、とは実は言い切れない。突然、新しい試験で劇的に
変化するのではなく、ちょっとずつセンター試験においても、国公立大学の２次試験におい
てもあるいは私大の一般入試でも取り入れられてきてきているのは事実です。

今回は「数学」編です。「思考力・判断力・表現力」を問う問題は一体どんなものになるの
か。皆さんが授業で習った知識で太刀打ちできるのだろうか。秋保先生がまとめてくれた紙
面で考えてもらいましょう。

■ 数学ではどうなるのか？ ……未知数が多いが、現時点で唯一の情報は

『「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」で評価すべき能力と記述式問題イメージ例【た
たき台】』が公表された。難易度を含め具体的な作問の在り方については引き続き検討される。

(1)を解いてみよう。
視点をＰとする。視点 Pと月の中心を結び，フィルム上との交点を Hとし，

フィルム上に描かれた円の直径の両端を S , Tとして図を完成させてみよう。

視直径θ分の指す角とは ∠ であることに注意せよ。

・Ｓ

Ｐ・ ・ ←月の中心

・Ｔ

視直径θを用いた式を導き解答してみよう。



(2)を解いてみよう。公表された解答例には「問題あり」との見解がありますが、たたき台
からは、証明問題も出題したい意図は読み取れます。公表解答例からは、図形の対称性や
AD // BCをすべて既知のようです。ここでは AD＞ BCを示してみよう。

視点 Pと正方形 A' B' C' D' を結び，四角錐 P－ A' B' C' D' を考える。

【実際の△ A'PN'，△ B'PM' の形は
どうなっているか書いてみよう】

sin∠ A'PN'＝ A'N'／ PA' ， sin∠ B'PM'＝ ／
題意より A'N'＝ ， PA'＜ PB' なので、sin∠ A'PN' ＞ sin∠ B'PM

よって、∠ A'PN' ＞ ∠ B'PM' すなわち ∠ A'PD' ＞∠ B'PC'

また，PM'，PN' と校庭との交点をそれぞれM , Nとすると，PM＜ PN

辺 の方が辺 より視点 Pから遠い位置にある。
このことから、AD＞ BC であると言える。

(3)を解いてみよう。
【視点 Pから校庭におろした垂線が

校庭と交わる点を Q，直線M'N' が
校庭と交わる点を Rとする。また，
点 Qと点 Rの距離を x，点 Rと点M

の距離を y，点 Rと点 Nとの距離
を z として説明してみよう】

PM'：PM＝ x：x＋ y ，
＜M'が B'C'の中点、N'が A'D'の中点、Mが点BやC，Nが点AやDに対応している！＞
B'C'：BC＝ x： ，A'D'：AD＝ x：
四角形 A'B'C'D' は正方形で、B'C'＝ A'D' なので、

よって、 AD／ BC＝ ： ← x , y , z で表してみる

【導いた式を h , d , g で表してみよう】＜x,y,z を消去する＞
また y：g＝ ： ， z：(g＋ d)＝ ： より

y＝ ／ ，ｚ＝ ／

このとき x＋ y＝ x＋ ／ ＝ ／

x＋ z＝ x＋ ／ ＝ ／

よって AD／ BC＝ ／

その場で問題の意味を理解し、記述式で解答するとなると、数学Ⅰ・Ａの範囲とはいえ、
とても難しく感じる問題ではありませんか？ 見た目以上に難しく感じませんでしたか？

たたき台の問題を解くために新たな知識は要求されていませんが、後述する「３つの視点」
は感じさせる問題です。数学の問題では、解答を書く際に、記述式で採点者に分かりやすく
説明することを普段から意識しておくことはもちろん、「マーク型」が対応出来ていればよい
という考え方は、今後は通用しにくくなるのではないかと思います。

■ 最終報告から見る、新たな数学学習の視点と他教科との融合問題
「最終報告」を踏まえ、今後の数学学習の新たに求められる３つの視点は、

①言語としての「数学」 ②グラフ・データの解析 ③他科目との融合 とも
言われ、「柔軟な思考力をもち」・「多角的な視点で物事を見る」・「表現力を向上させる」
ことが重要とされており、2016年度入試でも、他教科との融合問題も出題されている。


